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特集「洗練された社会を作り上げるモバイル通信と
高度交通システム」の編集にあたって

渡邊 晃1,a)

モノのネットワークの台頭により，ネットワークの負荷

はますます増していくことが予想されている．携帯電話会

社の将来予測によると，2020年の移動通信のトラフィック

は，2010年比で，500倍～1000倍になるとされている．ト

ラフィックの中には，たとえば車の走行情報，天候・路面

状況情報など，ITSと密接に係わる情報も含まれている．

これらの情報を扱う技術は次世代ユビキタス社会を実現す

るために不可欠な分野となっている．

モバイル通信および ITSに関するテーマに関しては，情

報処理学会のモバイルコンピューティングとユビキタス通

信（MBL）研究会と高度交通システムとスマートコミュニ

ティ（ITS）研究会が中心となり，これまでに毎年 100～150

件の論文が研究会で発表されている．また，DICOMO2014

シンポジウムでは，295件の発表のうち，68件がMBLと

ITSに係わる発表となっており，今後も広がりを示すこと

が想定される．MBLと ITSに係わる論文を一括掲載する

ことにより，この分野の研究を推進し，その発展に寄与す

ることは情報処理学会として意義のあることである．本特

集は，このような研究推進を目的とし，MBL研究会と ITS

研究会が共同で企画したものである．

本特集号の編集経緯は，以下のとおりである．

論文募集公開：2014年 1月

投稿締切：2014年 3月 31日

第 1回特集委員会：2014年 4月 8日

第 2回特集委員会：2014年 6月 10日

第 3回特集委員会：2014年 9月 19日

投稿数 16件に対し，慎重に審議した結果，条件付き採

録が 8件，最終的には 5件の論文が採録された．採録率は

約 31%である．投稿論文の内訳は，ITSアプリケーション

5件，位置/行動推定 4件，アドホック/センサネットワー

ク 3件，車車間通信 2件，スマートフォンアプリケーショ

ン 1件，プライバシ保護 1件で，このうち採録されたのは，

位置/行動推定 3件，ITSアプリケーション 2件である．

投稿数が予想を下回ったのは残念であるが，類似のテー

マでの特集論文が並行していたことも影響したものと考え
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られ，次回以降の反省材料としたい．条件付き採録論文の

一部が不採録となっており，採録条件の設定において，著

者に分かりにくい条件になっていた可能性があることも反

省材料である．

採択率に関しては，研究会での発表を通して十分な議論

がなされることにより向上するものと考えている．MBL

では合宿形式でのディスカッションの機会を設けるなど通

常時の研究会での活動から採択率向上を目指している．読

者の方々にも，研究会にて積極的に発表されることを期待

している．

編集委員会としては，モバイルコンピューティング分野，

および高度交通システム分野の多岐にわたる技術の中か

ら，注目されている分野の技術に関して，質の高い論文を

採録できたと考えている．MBL/ITSの幅広い分野での投

稿があったことからも，特集号の目標は達成されており，

今後も本特集号を継続していく予定である．

最後に，幹事および編集委員の方々と，投稿していただ

いた会員の皆様に御礼を申し上げる．
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